
特集 グリアと神経―相補的な制御系として

企画 本誌編集委員会

神経系の構成要素であるニューロンとグリアはともに約 150年前に発見され，
これまでの研究によってニューロンの機能や役割については理解が深まってき
たが，グリアについては研究が進んでこなかった。しかし，近年の光遺伝学を
はじめとした研究技術の発展により，正常脳あるいは精神神経疾患をモデルと
した病態脳でのグリアの振舞いが明らかになってきた。本特集では，こうした
グリアの動態を，構成要素であるアストロサイト，オリゴデンドロサイト，ミ
クログリアそれぞれについて論じていただく。

 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
02
1 

2026/09/16 00:19:11


